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不妊治療患者をはじめ不妊・不育で悩む人をサポートする、セルフサポートグループ「NPO 法人 Fine 

（ファイン、以下、当法人）」は、2024 年 11 月 22 日から 2025 年 2 月 28 日まで、「不妊に関する意識・

環境調査 2024」を実施します。不妊当事者だけではなく、社会一般の生の声を広く集め、人々の妊活や

不妊・不妊治療、不育症治療に対する意識を浮き彫りにし、社会の理解促進につなげることを目的とし

ています。実態を把握するために、ぜひ多くの方にご回答いただきたく、アンケートの実施に関しまし

て、ぜひ貴媒体にて取り上げていただければ幸いです。 

＜不妊に関する意識・環境調査 2024＞ 

当法人は、これまでは「不妊治療・不育症治療を受けている（受ける予定）の方すべて」を対象にア

ンケートを実施してきました。しかし、不妊・不育症治療の環境を整えるためには、周囲の人たちの理

解が必要との考えから、今回は対象を絞らず、幅広い年代の方々の不妊や不妊治療に関する知識を尋ね

ています。また、職場で妊活や育児、介護と仕事を両立している人がいたら、応援したいと思う理由

や、応援するのは難しい理由についても把握したいと考え、設問に入れています。アンケート結果は今

後、プレスリリースや国への要望書提出、政策提言等に幅広く活用する予定です。 

【概要】 

対象者：年齢、性別問わず、どなたでも 

アンケート締め切り：2025 年 2 月 28 日（予定） 

アンケート URL：https://questant.jp/q/A07EUWYF 
（PC・スマートフォン・タブレット） 

＊抽選で 60 名様にプレゼントあり 

【設問例】 

Ｑ：女性の卵子細胞が一番多いのは、まだ生まれる前の妊娠６ヶ月の胎児の時であり、その時をピー

クにどんどん減っていきます。あなたはそのことを知っていましたか？ 

Ｑ：今の日本では、高等学校の保健体育の学習時間に、必要に応じ妊娠・出産に関連付けて不妊につ

いて学びます。あなたは小・中学校でも、不妊や不育症に関する教育が必要だと思いますか？ 

Ｑ：あなたの職場で仕事をしながら妊活や不妊治療、不育症治療をしている人がいたら、あなたは応

援したいと思いますか？ 

Ｑ：あなたが育児と両立している人を応援したいと思う理由を教えてください。 

Ｑ：あなたが介護との両立を応援するのは難しい理由を教えてください。 

設問 URL：https://j-fine.jp/activity/enquate/funin_ishiki2024.pdf 
 

NPO 法人 Fine、妊活や不妊治療、さらに育児・介護と仕事の両立における意識の実態把握へ 

理解醸成を目指し「不妊に関する意識・環境調査 2024」を開始 

NPO 法人 Fine（Fertility Information Network＝ファイン） https://j-fine.jp/ 

～Fine 会員は約 2,700 名（2024 年 11 月現在）～ 

NPO 法人 Fine（ファイン） https://j-fine.jp/ 

〒135−0042 東京都江東区木場 6-11-5-201  TEL 03-5665-1605  FAX 03-5665-1606 

＊常駐ではありませんので、できるだけメールにてお問い合わせいただければ幸いです 

E-mail◆NPO 法人 Fine 広報窓口：finekouhou@j-fine.jp 

アンケートのQRコード 


